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1. We have made the method of translumbar aortography which is now 
prevailing in this circle and the results for 23 cases after using 76% "Urogra-
fin" are followed. 
   To apply artificial hibernation cocktail for this method will serve 
to take uneasiness and pain off the patient and make the method much 
easier of itself. 
 2. Appling 76% "Urografin", we have made method of spermatocysto-





既に報告 して来たところである.又Schering　A.　G.　Berlinに於て3ヨ ー ド化合物の新
造影剤Urografinを合成 したが,我 々は本剤を使用 して排泄性腎孟撮影・経腰的大動脈撮
影及び経股動脈性骨盤動脈撮影を行い,その成績に就ても先に報告した・今回はその後の経
腰的大動脈撮影並びに精嚢撮影に就ての臨林成績を報告する・




min塩 を10:66の比率 で含 有 す る76%,(w/v%)
水溶 液 で,か な りの粘稠性 を有す る・本 剤 は殆 ん ど中
性 のpHで 、 無 色無臭,他 種 の造 影剤 に比 し極 めて
毒性 が少 い と云 う・又著 明な局所 並 び に全 身へ の耐 容
性及 び優秀 な造 影能 力 の特色 を有 す る.
経 腰 的 大 動 脈 撮 影 法
1929年のdosSantα≡,LamesandPereira
Caldasによる経腰 的 大動脈 撮 影法(translumbar
Aortography)の輝 や か しい発 表 に続 いて,そ の術
式,臨 床 的価値 に関 す る多数 の優 れ た報 告が あ る・我
々も1953年春 よ り本 法 を実施 しtそ の臨床 成績 に就
て数 度報 告 して来 てお る.経 験 せ る多数例 の綜 括 的記
載 は別 の機 会 に譲 るが,今 回はUrografinを使 用 せ
る23例 の成 績 に就 て述 べ る・我 々 はSmith等 の
方法 に準 じて 実施 し,その 術式 は既 に報告 せ る如 くで
あるか ら省 略す る・従来 殆 ん どの症 例 に就 て穿刺 部位
のみ の局所 浸潤 麻酔 のみ で実施 して来 たの で,患 者 に
或 る程 度 の苦痛 を耐 え させねば な らなかつ たが,最 近
Laborit,Huguenard等の研究 に基 く人 工 冬 眠 用
Cocktailを応用 して,患 者 に何等 の苦 痛 ・不 快 ・不 安
感 を与 えず に実施 して お り・万 一造影 剤 が動脈外 に盗






,Urografinを使 用せ る23例 は第1表 の如 くであ
る.以 下疾 患別 に述べ る・
(1)腎腫 瘍=6例 に実施 した が,右 腎腫 瘍の1例
に於 て逆 行性 腎孟像(第1図a)に 於 け る不 鮮 明 な
腎麹欠 損像 に よ り腫 瘍 であ る ことを疑 い,更 に腹 部大
動 脈撮影 法(第1図b)に よつ て,dosSantosが
記載 した如 く・腫 瘍 に相当 した部分 にpooling,lak-
ing或はpudding・stipl)ling等と云わ れ て い る
所 の造 影剤 の乱 れた瀦溜 像 を得 て,腫 瘍 であ る事 を確
認 して手術 を行 つ た・別出腎 はGrawitz氏腫瘍 で あ
っ た.他 の1例 は逆行性 腎孟像(第2図4)に 於 て













































稲 田,後 藤,大 森,酒 徳 一76%Urografinによる経腰 的大 動脈撮 影法 及 び精 嚢撮 影法173









































54才,6.謂 鵬,逆 行性腎孟像より謂 細 槻 則なる変形膿 淡あろ陰影より謂 腫
瘍と診断した(a)・動脈撮影にょり右腎内動脈枝の歪曲は認められるが・第1図bの 如き造
影剤の乱れた瀦溜像はなく,却って動脈枝は疎である 別出腎に於て腫瘍は壊死傾向にあつた・












22才 ・?・ 右 尿管切 石術 後 の右後 腹膜 腔の 凝血塊 .
右 尿管切 石術 後の逆 行性 腎孟像 に於 て,右 腎甕 の欠 損が あ り(a),動 脈 撮 影 にて該 部 に 一
致 してavascularityを認 め,右 弧立 腎嚢腫 を疑 つ た.(b)・ 然 るに 手 術 に よ り右 腎に異
常な く,右 後腹 膜腔 に多量 の凝血 塊 を認 めた ・ よつ て本 例 は凝血 塊 に よ り右 腎 を圧迫 し,
avascularityを示 す像 を呈 し嚢腫 と誤 認 した もので ある・ 前図 の 尿 管切石 術 は強化 麻 酔下
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の造 影 剤 を排 泄 せ しめ た後 に レ線撮 影 を行 う・本法 は
男子 不 妊症等 で睾 丸組 織検 査 を 必 要 とす る 場 合 に
は,同 一切 開創 よ りその操作 を行 い うる利 点 もあ る.
本 法 に使 用 され る造 影剤 は 多種 多様 であ り・いずれ
も一長 一 短が あ り,或物は 粘稠度 の 低 いため に明確 な
像 が得 られな かつ た り,又 他 の もの はradioactivで
あつ た り(加 藤 等)し て 満足 すべ き 薬剤 は少 なかつ
た・ しか るに76%LTrografinは造影 力,無 刺戟
性,粘 釈度等 の諸 点 で精嚢 撮影 剤 として も極 め て良好
な成績 をお さめ た,
我 マは本剤 を使 用 して男子不 妊症,陰 萎,性 的 神経
褒弱 症,睾 火発 育不 全症・ 血 精液症 等 の患者 に対 して
精 嚢撮 影 を行 つた・その症例 は 第2表 の 如 く で あ
る・
第2表 了6%Urcgrafinによる
精 嚢撮 影 の症 例
・卸






男 子 不 妊 症[
睾 丸 発 育 不 全 症i
陰 萎 　
性 的 神 経 衰 弱 症1
血 精 液 症1










精 嚢 撮 影 計 10
近年泌尿 器科学 の進 歩 に伴 つて,精 路 諸疾 患 の レ線
的診断法 として精嚢 撮影 法Vesiculo9「aPbyが重要
視せ られ る様 に なつた,そ れ には 大 体次 の4っ の術
式がある.
1)外 尿道 口よ り造影 剤 を注 入 した場 合 ,射精 管 よ
り逆流 して 精 嚢 像 を 描 出 す る こ とが あ る(Lan-
ger等・)
2)会 陰部 よ り直 接 に精嚢 を穿 刺 して造 影 剤 を 注
入する方法(Boeminghaus).
3)特 殊 な後 部尿 道鏡 を使 用 して ,射精 管 口よ り注
入 する方 法(Young).
4)皮 膚切開 に よつ て精 管 を露出 して,そ の 管腔 内
に造影剤 を注入 す る方法(Belfela),
以上の諸 方法 の内1)～3)は 比 較的 手技 が 困難又
は不確実 のため,我qは 主 に4)を 行 つ てい る.即 ち
柳原教授等 と同様 に両側 陰嚢 皮 膚に約5mrnの 切 開
を加 えて こ こよ り精 管 を 露 出 し,そ の 管 腔 内 に 約
2・OCcの造 影剤 を注入 した後,膀 胱 内に逆 流 した余 分
(1)男 子不 妊症:結 婚 後16年 お よ び4年 の
41才 お よび26才 の2例 にて本法 を 実 施 した.両
例 とも精 液検 査 にては全 く精 糸 を証 明出来ず ・同時 に
行つ た睾 丸組 織検 査 にて細精 管 の退行,1生変 性 が 認 め
られ た・精 嚢撮影 像 はほ ぼ正常 で ・精 管 の閉塞等 も証
明 され なかつ た(第6図)・
(2)睾 丸発 育不 全症18才 お よび27才 の共 に
未 婚 の男子 ・触診上 睾 丸は 両側 とも指 頭大 で,組 織学
的に もGermcellarrestの状態 を呈 してい る・精
嚢 像 は一見 小児様 を呈 して い る(第7図)・
(3)陰萎:28才 の漁 夫 外陰 部は外 見上 正常 ・
両 側精 嚢は長 期間 に わたつ て 内容ガ射 出せ られ な い
ために緊 満 して拡張 をみ とめ る(第8図)・
(4)性 的 神 経衰 弱 症:32才 ・教 昌 精 嚢像 は殆
ど正 常 であ る.本症例 は薬 剤注 入後5日 に再 び レ線撮
影 を行 つ た所,本 造 影剤 は極 めて淡 く漏 漫性 に み とめ
られ る のみ であつ た・
(5)血縞液 症;23才 ・学生 ・夢精 に血 液 が混 じ て
176稲 田・後 臓,大 森 ・酒徳 一76%Urografinによ{経 腰 的大動 脈 撮 影法 及 び精嚢 撮影 法
い るの をみ とめた が レ線 的 には確 実 な所 見 を み と め
られ ず,血 精液 症 も次 々 回の夢精 の際 酌 半 月後)に
は消 失 した・
(6)精 嚢結 核:30才,僧 侶.右 副睾 丸結 核が存 在
し,精 嚢撮 影 にて も右 精嚢 に高度 の結核 性病 変 をみ と
めた(第9図)・
(7)正 常例:不 妊 手術の 目的 で精 管 切除術 を行 っ












第7図 27才,男 子・睾 丸発 育不 全 ・ 左側 の み造影 剤 を注 入 した.精 嚢 の
発育 もまた悪 く,一 見小 児様 の観 を呈 して い る.
















30S才,男 子・ 右側 副睾 丸結 核並 に精嚢 結 核・
精 嚢撮 影法 は副睾 丸 別除術 を行 つ た際に実 施 した・ 右 側 精 管 お よ び 精 嚢 は
Rosenkranzを形 成 し,結 核性 の病 変 を示 してい る・
178稲 田,後 藤 大 森,酒 徳一76%Urografinによる経腰 的大 動脈 撮 影法 及び精 嚢撮 影法
総 括 並 び に 結 語
L 著者等は漸 く広く施行 されんとしている経腰的大動脈撮影法を,76%Urografinを
使 用 して実施せ る23例 に就てその臨床的知 見を述べた・
76%Urogt'afinは他 種の造影剤 と比 して そ の影像 力は優 るとも劣 らない結果 を示 し,
血管系統に対す る刺戟が著 しく少い事を知つた・又 冬期寒冷時に結晶 の析 出を生ず る事 もな
かつた・本剤に よる副作用は1例 も経験 しなかつた・
経腰 的大動脈撮影実施 に人工冬眠 用Cocktailを応用す ると局所濃潤麻酔 のみにても,患
者の苦痛,不 安がな く,操 作が極めて容易であ る事を附 記す る・
2。76%Urografinを使用 して男子不妊症等 の10例 の患老に経精管 的 精 嚢 撮 影 を行
い その臨床的知見をのべた・本 剤は精嚢撮影剤 として も極めて優秀だ と考え られ る・
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